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1962] TYO TO GA ( 100 ) 
二 つ の 原因 が 考え られ る ・ 同氏 の 採集 され た の は 現在 まで の と ころ こと の 2 頭 の 


1 遺伝 的 な 原因 

2 ホル モン の 分 泌 異 常に よる 原因 

遺伝 的 な 原因 に 関し て は , 奏 に 4 令 で 遇 化す る 系 統 
と 5 令 で 上 山 化す る 系 統 が 存在 する こと か ら , Papilio 
属 に も 4 令 で 遇 化 する 遭 伝 的 な 系 統 が 存在 し て も 不 思 
議 で な いよ うに 思う . 

し か し 2 匹 共 寄生 蜂 に や られ て いた 事実 を 考え る 
と ホル モン の 異常 に よる と 考え た 方 が 自然 で も る よ 
うに 思う . 寄 生 蜂 の 幼虫 か, アラタ 体 や 前 胸 線 な どの 器 
管 そ の も の を 食し て し まう こと は 無い で あろ う が , 寄 
生 さ れ て 居れ ば 生理 的 に も 異常 な 状態 で . アラ タ 体 ホ 
ル モ ン の 分 泌 か が 止 っ た り , 側 心 体 の 機能 が 異常 に な る 
こと は 十分 考え られ る と と で あろ う . 阿部 東 氏 に よれ 
ば , 寄生 され た 幼虫 を 解剖 し て みる と 8 の testis は 
ほとん と 成 款 し て いな いそ う で , 各種 の ホル モン の 分 
泌 が 異常 を 起 し て いる と と を 裏付け る も の と 思う . 

終り に 写真 撮影 を 御 願 いし た 大 島 善 美 氏 に 感謝 の 意 
を 表す る 次 第 で ある . 








大 分 県 中 津 市 の クロ ュ ム ラサ キ 
白 水際 


A record of Apatura ilia substituta, 
f. mikuni from Nakatsu (Oita Pref.) 


By TAKAsHI SHIROZU 


クロ ムラ サキ Apatura ilia substituta Burtirr, f. 
mikunz WirEMAN は 九州 中 ・ 南 部 に は 広く 分 布 す る が 
北部 で は 珍 ら し いも の で , 長崎 ・ 佐 賀 両 県 下 か ら は 未 
知 , 福岡 県 下 及 びそ れ に 隣接 する 地域 で は 僅か に 数 例 
の 採集 記録 か ある に 過ぎ な い . 先頃 , 中 津 市 の 宇 木 
和洋 氏 よ り 同 地 で 採集 され た クロ コム ラサ キ の 同定 依 
頼 を 受け た が , その 産地 は 分 布 上 注目 すべ きも の と 思 
われ た の で 同氏 に 記録 され る こと を お すす めし た と と 
ろ , 私 に 発表 する よう に 依頼 され た の で 次 に その 記録 
を 書き と め て お く . な お 中 津 市 は 行政 上 は 大 分 県 下 に 
含ま れる が , 中 津川 を へ だ て て 福岡 県 に 接し , 地理 的 
に は 福岡 県 下 と も みな し うる 地域 で ある . 

2 8 38, 大 分 県 中 津 市 下 宮永 中 津 水源 地 の ク メ ギ 
林 , 1962 年 6 月 13 日 及び 7 月 25 日 ( 各 18), 柱 木 和 
洋 氏 採集 


み で ある . 標本 は 現在 私 が 保管 し て いる . 資料 を 提供 
され た 三木 和洋 氏 に 感謝 する . 


北ア ルプ ス 朝 日 岳 の 夜 峨 


中 川 秀 幸 ? 
Noctuidae collected at Asahigoya (2200m) 


By HrpEyukr NAkAcAWA 


朝日 岳 は 北ア ルプ ス の 北端 近く に 位 し 標高 2413m の 
高山 で ある ・ 

私 は 1961 年 7 月 20 日 及び 1962 年 7 月 26 日 の 2 回 朝日 
岳 と 前 朝日 岳 の 間 に あ る 朝日 小 屋 附近 (富山 県 下新川 
郡 朝 日 町 標高 約 2200m) で アセ チレ ン 燈 に よる 夜間 
採集 を 行い 少数 で は ある が 採集 し た 虐 の うち ヤ ガ 科 の 
も の に つい て 報告 する . 

第 1 回目 の 採集 は 非常 に 風 が 強く 午後 8 時 40 分 頃 か 
ら 一 時 風 が 弱まっ た 10 数 分 間 の 間 に 採 集 出来 た も の で 
あり , 2 回 目 の 採集 は 可 な り よ い 採 集 条 件 で あっ た が 
翌日 の 行動 を 考え て 午後 9 時 で 打 切 っ た の で 充分 な 成 
果 を あげ 得 な か っ た . 

1. Trichosea champa Moorkk キバ ラ ケ ン モン 238 

8 (1961 年 採集 ) 
2. Cgzz sugitanit Nacano スギ タニ アオ ケン モ 
ン 38 8 (1961 年 ) 
3. Apatele rumicis oriens STRAND ナン ケン モン 
18 (1961 年 ) 18 (1962 年 ) 

4. Sineugraphe longipennis BoussriN オオ カバ スズ 

ジャ ガ 28 8 (1961 年 ) 18 (1962 年 ) 

5. Sineugraphe disgnosta BouRsSiN ウス イロ カバ 

スジ ヤ ガ 18 (1961 年 ) 

6. Diarsia brunnea SCHIFFERMULLER et DENrs ミ 

ヤマ アカ ヤ ガ 18 (1961 年 ) 48 8 (1962 年 ) 
7. Diarsia dewitzi GRAEsER モン キヤ が ガ (1962 年 ) 
8. Anaplectoides prasina 
DENis アオ バ ヤ ガ 18 (1961 年 ) 

9. Anaplectoides virens BurLER オオ アオ バ ヤ ガ 
18 (1962 年 ) 

10. Spaslotis lucens BurrER シロ オビ ハイ イロ マヤ 
ガ 18 (1962 年 ) 

11. Leucania separata WaALkER (アソ ヨコ トウ 18 
(1962 年 ) 








SCHIFFERMULLER et 
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12. Mamestra glauca HOBNER タカ ネ ハ ヘイ イロ ヨ 
トウ 68 8 (1961 年 ) 28 8 (1962 年 ) 
13. Blepharita 92e7 SUOct ミヤ マハ ガタ ヨ ト ウ 
28 8 (1961 年 ) 58 8 (1962 年 ) 
14. Triphaenopsis lucilla BurLER シロ ホン キシ 
タ ヨ トウ 28 8 (1962 年 ) 
15. Cosmia variegata OBERTHUR マダ ラキ ボン シキ 
リガ 1 (1962 年 ) 
16. Cosmia erigua BurLER イタ ヤキ リガ 1 sg 
(1961 年 ) 
17. Chasminodes albonitens BREwER クロ ハナ ギ 
ン が ガ 18 (1962 年 
18. Chasminodes unipuncta SUcGr ヒメ ギン ガ 18 
(1962 年 ) 
19. Syngrapha interrogationes LiNNE アル プス キ 
ン ウ リバ 18 (1961 年 ) 
20. Plusia pulchrina HaworT# ムラ サキ キン ウ ワ 
バ 18 (1961 年 ) 





九州 に お ける ゼ フ ィ ル ス 類 数 種 の 記録 
山 内 光 
Record of some Theclinae from Kyushu 


By HikARU YAMANOUCHI 


1. アイ ノミ ドリ シ ジ ミ Chrysozephyrus aurorinus 
OsEsraos 18 : 福岡 県 田川 郡 英彦 山 豊 前 坊 下 
1960 年 8 月 15 日 
村上 行 正 氏 採集 ・ 筆 者 所 蔵 
村上 氏 は 豊前 坊 在 住 の 修行 者 で あり , ネッ ト を 試み 
に あず け て お いて , 同年 秋 立 ち 寄っ た と ころ と の 標本 
を 見 て 驚 倒 し た . 英彦 山 に 予想 は し て いた が . この 様 
な 時 期 に と の 様 な 人 が と 思い , 又 4 年 間 の 夢 が 実現 し 
て 嬉し か っ た . 
何 標本 は 大 分 傷ん で いた . 
2. エゾ ミド リ シ ジ ミア gzoozzzs jezoensis MaATsSUMURA 
1 : 大 分 福岡 県 境 英 彦山 一 ノ 鷹 巣 上 
1960 年 7 月 27 日 
小倉 忠夫 , 許斐 敏明 の 両氏 と 鷹巣 山 に ミヤ マカ ラス 
アゲ へ ハ を 採集 に 登り ,。 この を 採集 し た . 何 $ は 宮崎 
犬 の 努 和 氏 が 採集 し て 居 ら れ た が , ? は この 1 週間 程 
前 に 柳川 の 伊原 氏 が 採集 され た の と 合せ 2 匹 の み と 思 





ー 


5 
2. キリ シマ ミド リ シ ジ ミ Chrysoxzephyrus atazus 

kirishimensis OkATIMA 

大 分 県 下 毛 郡山 国 村 三 陀 山 , 藻 又 山 福岡 県 田川 郡 
添田 町 英彦 山高 住 神社 附近 

1958 年 に すでに 成虫 が 多数 飛ん で いる の を 目撃 し た 
が 樹 が 高 す ぎ て 採れ ず ,1959 年 ,1960 年 も 目撃 は し た が 
つい に 採集 は で き な か っ た . 

と ころ が , 1961 年 4 月 28 日 , 採卵 を 試み た 結果 , か 
な り 多 数 の 卵 を 得る こと が で きた . 











濁 小 屋 で ミヤ マモ ン キ チョ ツウ を 採集 
藤 岡 知 夫 ? 


Colias palaeno collected at Nigori-goya 
(1100m ) 
By Towoo FurrokA 


1962 年 8 月 1 日 , 北ア ルプ ス 高 瀬谷 滴 小 屋 附 近 
(1100m ) で , ミヤ マモ ン キ チョ ウ の 新鮮 な 1 を 採 
集 じ た . 

採集 地 は エボ シ 岳 へ の 登り 口 の 近く で , むろ ん 附近 
に 食 樹 の クロ マメ ノ キ は な く , 何等 か の 方 法 で 高山 葵 
か ら 運 ば れ た 一 種 の ? 迷 蝶 " で あろ う . しかし, 平地 
の 蝶 が 上 昇 気流 で 吹上 げ ら れ て 高山 帯 で 採集 され る の 
は 普通 の こと で ある が , 高山 拒 が 山林 で 採集 され た 例 
は きい た こと が な い の で , 報告 し て お く 次 第 で ある ・ 





キリ り リコ マフ エダ シャ ク の 多 産 地 
宮 川 和 夫 ? 


A record of Obeidia tigrata (Geometri- 
dae) from Hiroshima pref. 


By Kazuo MryAcAwA 


1962 年 8 月 1 日 広島 県 山県 郡 内 黒山 (ウチ クロ ヤマ ) 
に お いて キ ペ べり リ ゴ マ フェ ダシ ャ ク が ノリ ウツ ギ や リョ 
ウッ プ ブ の 花 に 多数 飛来 し て いる の を 見 , 22 頭 を 採集 し ま 
し た ・ 当日 は 曇天 で 時 々 小雨 が ある 状態 で し た . な お 
6 日 の 日 に 再び 同 地 を 訪れ た 時 は それ ほど 多数 は 見 ら 
れ ま せん で し た . 





1) 福岡 市 水 茶屋 町 65 2) 東京 都 文京 区 丸山 町 11 


関口 方 3) 広島 県 山県 郡 豊平 町 戸谷 住宅 
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